
　　平成２７年８月６日（木）午後２時　玉名市役所４階 会議室
　に招集した。

１．本日の出席委員は、次のとおりである。

１番  永田　知博 ２番　鶴田　克士 ３番  清田 順次 ４番　西畠めぐみ

５番　赤松　繁之 ６番　横手　良弘 ７番　井上　清晴 ８番　松本　恒幸

９番　荒木　享二 10番　竹下　宏介 11番　浦谷　幸司 12番　志水　武保

13番　森川　正志 14番　下川　安 15番  平野　忠臣 16番  野澤　博幸

17番　髙根　政明 18番　取本　一則 19番  中嶋　昭二 20番　斎藤　潔公

21番  田上　一 22番　中島　浩輔 23番　德井　勝美 24番　田上　敏正

25番　寺井　廣喜 26番　宇佐　勝則 27番　今上　公男 28番　平本　博

29番　永田　眞一 30番　井本　義和 31番  尾池　秀實 33番  丸山　陽治

34番　堀田　昌子 35番　村端　一弘

   32番　中村　亘

１．傍聴者数は、次のとおりである。

   ０名

１．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　福田  高広 次長　二階堂正一郎

係長　上村　健也 参事　西山　美和 主事　野村　由香

１．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

   ０名

議　題

第４９号 農地の所有権移転許可申請について（３条許可分）

第５０号 農地の使用貸借権設定許可申請について（３条許可分）

第５１号 農地の転用許可申請について（４条許可分）

第５２号 農地の転用許可申請について（５条許可分）

第５３号 農用地利用集積計画の決定について

第５４号 農用地利用配分計画案の意見決定について

報　告

第１８号 農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）

第１９号 農地の形状変更届について

平成２７年第１０回玉名市農業委員会総会議事録

１．本日の欠席委員は、次のとおりである。
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１．開 会 

○事務局長（福田高広君） それでは現在の委員、３５名中、天水の中村亘委員から欠

席の届出があっておりますので、３４名の出席でございます。 

 玉名市農業委員会会議規則第６条の規定によりまして、会議は成立しております

ので、ただいまから、平成２７年第１０回玉名市農業委員会総会を開会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（福田高広君） まず、永田会長から御挨拶をいただきまして、引き続きま

して、会議規則第４条によりまして議長をお願いし、進行をお願いいたします。 

○会長（永田知博君） 皆さん、こんにちは。猛暑が続く大変暑い中にお集まりをいた

だきまして、誠にありがとうございます。この前の３日の夜は歓送迎会、大変盛り

上がりましてお疲れ様でございました。これからまたお互いに顔見知りにもなりま

して、一生懸命取り組んで参りたいと思っております。どうぞよろしくお願いを申

し上げます。 

それから、これから議事に入りたいと思いますけれども、本日の議案は、議第

４９号より議第５４までの７４件と、報告第１８号より第１９号の２６件が提案さ

れています。慎重なる審議、よろしくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○会長（永田知博君） 本日の議事録署名委員は、５番の赤松委員と６番の横手委員に

お願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（永田知博君） それでは、議事に入ります。 

 議第４９号、農地法第３条、農地の所有権移転許可申請についてを議題といたし

ます。 

 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（福田高広君） １ページをお願いいたします。議第４９号、農地の所有

権移転許可申請について。農地法第３条第１項の規定による下記農地の所有権移

転許可申請について許可するものとする。平成２７年８月６日提出、玉名市農業

委員会会長、永田知博。 

 １番、岩崎と築地の申請人で、申請物件、築地の畑７３５㎡、労力不足と経営

拡張による売買です。 

 ２番、熊本市と大浜町の申請人で、申請物件、大浜町の田１,９８５㎡、労力不
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足と小作地取得による売買です。 

 ３番、岐阜県池田町と岱明町の申請人で、申請物件、岱明町の宅地４１４㎡外２

筆、計２,８０７㎡、弟へ贈与するものでございます。 

 ４番、横島町の申請人で、申請物件、横島町の田２,３０３㎡、子へ贈与するも

ので、次の５番と関連がございます。 

 ５番、横島町の申請人で、申請物件、横島町の田２,２５６㎡外８筆、計１５,８

４２㎡、子へ一括贈与するもので、前の４番と関連がございます。 

 ６番、熊本市と横島町の申請人で、申請物件、横島町の田９４４㎡外１筆、計１,

４７４㎡、労力不足と経営拡張による売買です。 

 ７番、天水町の申請人で、申請物件、天水町の畑１４５㎡、相手方の要望と経営

拡張による売買で、次の８番と関連がございます。 

 ８番、天水町の申請人で、申請物件、天水町の畑７７７㎡、労力不足と小作地取

得による売買で、前の７番と関連がございます。 

 ９番、阿蘇郡産山村と天水町の申請人で、申請物件、天水町の畑５２６㎡、労力

不足と経営拡張による売買です。 

 以上９件、合計２６,５９４㎡を御提案申し上げております。農地法第３条第２

項の各号禁止規定から申請内容を審査いたしました。取得後の全ての農地を利用す

ること、機械、労働力、技術、地域との関係をみても何ら問題ないこと、また下限

面積要件も超えているから、許可要件の全てを満たしているものと判断いたしまし

て、御提案いたしました。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） ただいま説明が終わりました。受付番号１番より順次担当委員

の説明をお願いいたします。なお、３番については申請人が農業委員本人でござい

ますので、まず１番２番そして４番から９番、これを審議しその後に３番を審議い

たします。 

 １番の方、どうぞ。 

○５番（赤松繁之君） ５番の赤松です。譲渡人と譲受人は親戚関係であり、譲渡人は

労力不足、譲受人は経営拡張ということで、高齢者でありますが農業に意欲的で下

限面積も満たしており、許可相当と判断します。以上です。 

○議長（永田知博君） ２番、どうぞ。 

○８番（松本恒幸君） ８番、松本です。 

 譲渡人は労力不足、譲受人はただいま小作関係にありまして、その小作を取得す

るということでございます。譲受人も田の面積も十分でありますし、許可相当と考

えますので、審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） それから４番、５番は同一委員でございますので、続けてどう
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ぞ。 

○２５番（寺井廣喜君） ２５番、寺井です。４番と５番の案件は、譲渡人と譲受人は

親子でありまして、子への贈与ということで何ら問題なく、許可相当と判断いたし

ます。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。それでは６番、どうぞ。 

○２８番（平本 博君） ２８番、平本です。６番の案件は譲渡人は労力不足、譲受人

は経営拡張で下限面積も満たしており、許可相当と判断します。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。７番、８番、９番、これも同

一委員の担当でございますので、続けてどうぞ。 

○３５番（村端一弘君） ３５番、村端です。７番の案件は、譲渡人は相手方の要望、

譲受人は経営拡張で下限面積も満たしており、許可相当と判断します。 

８番の案件は、譲渡人は労力不足、譲受人は小作地取得で何ら問題ないと思い

ます。 

９番も譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張で下限面積も満たしており、許可

相当と判断します。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。担当委員の説明が終わりまし

た。 

 何か御意見、御質問はございませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問がないようでございますので、採決に移りたい

と思います。 

 農地法第３条、農地の所有権移転許可申請について、１番、２番そして４番から

９番まで原案どおり決定することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。それでは引き続きまして３番

の審議に移りますけれども、申請人が農業委員となっておりますので、農業委員会

法第２４条並びに玉名市農業委員会会議規則第１０条に基づきまして、議事参与の

制限がありますので、委員の退席をお願いいたします。 

（中嶋委員 退席） 

○議長（永田知博君） それでは３番、どうぞ。 

○２０番（斎藤潔公君） ３番について、２０番の斎藤です。３番の案件は譲渡人と譲

受人は兄弟であり、弟へ贈与ということで何ら問題はなく、許可相当と思います。

以上です。 

○議長（永田知博君） はい、担当委員の説明が終わりました。 
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 御意見、御質問はございませんか。 

（なしの声） 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問はないようでございますので、採決に入ります。 

 農地法第３条、農地の所有権移転許可申請について、３番を原案どおり決定する

ことに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございます。異議がないものと認め、議第４

９号３番については、許可することに決定いたします。 

 次に、議第５０号、農地法第３条、農地の使用賃貸借権設定許可申請についてを

議題といたします。 

 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（福田高広君） 議第５０号、農地の使用賃貸借権設定許可申請について。

農地法第３条第１項の規定による下記農地の使用賃貸借権設定許可申請について許

可するものとする。平成２７年８月６日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 １番、石貫の申請人で、申請物件、石貫の田２,８４０㎡、新規就農により、平

成２７年８月６日から１０年間契約するものです。 

 ２番、横島町の申請人で、申請物件、横島町の畑５１㎡外４筆、計９,２０４㎡、

農業者年金受給により、平成２７年８月６日から１０年間契約するものです。 

 ３番、横島町の申請人で、申請物件、横島町の田４,３６０㎡、農業者年金受給

により、平成２７年８月６日から１０年間契約するものです。 

 以上３件、合計１６,４０４㎡を御提案申し上げております。農地法第３条第２

項各号禁止規定から、申請内容を審査いたしました。取得後の全ての農地を利用す

ること、機械、労働力、技術、地域との関係をみても問題ないこと、また下限面積

要件を超えていることから、許可要件の全てを満たしているものと判断しておりま

す。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。ただいま説明が終わりました。 

 受付番号１番より順に、担当委員の説明をお願いいたします。 

○１８番（取本一則君） １８番、取本です。主要管理人は２７歳という若さで、新規

就農をされます。今現在は、お父さんと一緒に家族間の中でのお父さんの手伝いを

しながら、新規就農に向けた農業の作業を行っているところでございます。今回、

３年程度たちましたので、自分で自立したいということで、この新規就農が上がっ

てきております。ほかにも利用権設定のほうでも、貸し借りのほうで６件ぐらいの

利用権設定のほうを行っております。 

 ここに皆さん方にちょっと、新規就農で何で４９,０００㎡も経営面積があるの
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かなと不思議がられると思いますけど、ここにうたってあるのは、お父さんと家族

のお父さん名義、おばあちゃん名義あたりの元の家族の全体の面積が、ここに上が

っているものでございます。新しく今度新規就農された暁には、この２,８４０㎡

と利用権設定のほうの６件分の面積がこの人の面積として台帳に上がってくるもの

と思います。精一杯頑張って、いちじくとか米、スナップエンドウあたりを今後作

付けするということでございますので、何ら問題ないと判断いたしました。以上で

ございます。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。それでは２番、３番は同一委

員でございますので、続けてどうぞ。 

○２７番（今上公男君） ２７番、今上です。２番、３番の案件について説明します。 

 使用貸人、借人は親子であり、農業者年金受給による再設定です。後継者は専業

で農業をしておられ、許可相当と判断いたします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。担当員さんの説明が終わりま

した。 

 御意見、御質問はございませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（永田知博君） 異議がないようでございますので、採決に移ります。 

 農地法第３条、農地の使用貸借権設定許可申請について、原案どおり決定するこ

とに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございます。異議がないものと認め、議第５

０号については、許可することに決定いたしました。 

 次に、議第５１号、農地法第４条、農地の転用許可申請についてを議題といたし

ます。 

 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（福田高広君） ５ページです。議第５１号、農地の転用許可申請について。

農地法第４条第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するも

のとする。平成２７年８月６日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 １番、申請物件、秋丸の田１,１４９㎡、転用目的が共同住宅です。農地区分は

都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

 ２番、申請物件、玉名の畑５９３㎡、転用目的が共同住宅です。農地区分は上下

水道管が埋設され、教育・医療機関がおおむね５００ｍ以内に二つ以上ある農地で、

第３種農地と判断いたしております。 

 以上、２件、合計１,７４２㎡を御提案申し上げております。申請内容を農地転
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用許可基準全ての項目ごとに適合するか否か審査しました結果、いずれも不都合の

ないものと判断いたしましたので、御提案申し上げております。また地元委員さん

同行の上、現地調査を行っておりますので、よろしく御審議をお願いいたします。

以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。説明が終わりました。 

 受付番号１番より順に担当委員の説明をお願いいたします。 

○３番（清田順次君） ３番、玉名町の清田です。１番の案件について御説明申し上げ

ます。場所は秋丸のですね、坂本産婦人科の北側で市道を挟んだ所に、共同住宅と

いうことで木造の二階建てで１棟ということでございます。今１０戸の建設に伴う

申請ということで。南側が市道ということでございます。東側は里道で、北と西側

が三方張りの水路になってるという状況です。上下水道は南側の市道に接続という

ことで。宅地内の汚水は北側水路に放流ということで、また土砂の流出がなきよう

にですね、ブロックで囲うという計画でございます。何ら問題はなく、許可相当で

ございます。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。それでは２番、どうぞ。 

○１４番（下川 安君） １４番、下川です。２番の案件について御説明をいたしま

す。申請人が共同住宅を建設するための転用申請ということで、申請地には上下水

道が埋設された市道の沿線にありまして、先ほどありましたように教育機関が５０

０ｍ以内に二つ存在しているということで、第３種農地ということです。転用計画

は共同住宅１棟で６世帯を建設するもので、資金計画問題ありません。給排水計画

は、生活排水は既存の下水道、それから雨水は既存の道路側溝に放流するとなって

います。それから周りの農地への被害というのはないというように思います。現地

調査の結果、立地基準の面、それから被害防止の面から転用の許可基準を満たすも

のと判断をいたします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、２番の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

（なしの声） 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問がないようでございますので、採決に移ります。 

 農地法第４条、農地の転用許可申請について、原案どおり許可相当と意見決定す

ることに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。異議がないものと認め、議第

５１号については、許可相当と意見決定することに決定しました。 

 次に、議第５２号、農地法第５条、農地の転用許可申請についてを議題といたし
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ます。 

 事務局の説明を求めます。 

○事務局長（福田高広君） 議第５２号、農地の転用許可申請について。農地法第５条

第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平

成２７年８月６日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 １番、申請物件、繁根木の畑２７０㎡、転用目的は駐車場です。農地区分は都市

計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断いたしております。 

 ２番、申請物件、繁根木の畑１３２㎡、転用目的は駐車場です。農地区分は都市

計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

 ３番、申請物件、岩崎の畑５８４㎡、転用目的は宅地分譲地です。農地区分は都

市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断いたしております。 

４番、申請物件、立願寺の畑１,５３３㎡、転用目的はポニー牧場です。農地区

分は都市計画法に規定する用途区分内の農地で、第３種農地と判断いたしておりま

す。 

５番、申請物件、松木の田２９９㎡、転用目的は個人住宅です。農地区分は都

市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断いたしております。 

６番、申請物件、築地の畑１,８２６㎡、転用目的が花壇、遊歩道及び広場です。

農地区分はその他農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種

農地と判断いたし、ほかに適当な代替地がないものと判断いたしております。 

７番、申請物件、築地の田２００㎡、転用目的は宅地分譲地です。農地区分は

都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断いたしております。 

８番、申請物件、滑石の田１８１㎡、転用目的は敷地拡張です。農地区分は概

ね１０ｈａ以上の一連の農地の区域で第１種農地と判断しております。第１種農地

については原則無許可でございますけど、既存施設の拡張ということで許可可能で

ございます。 

９番、申請物件、中坂門田の畑１,００２㎡外２筆、計２,４３３㎡、転用目的

は１４９.７６ｋｗの太陽光発電施設です。農地区分は、その他農業公共投資の対 

象となっていない生産性の低い農地で第２種農地と判断し、ほかに適当な代替地が

ないものと判断いたしております。 

１０番、申請物件、岱明町の畑１,０１６㎡、転用目的は９９.８ｋｗの太陽光

発電施設です。農地区分は、ＪＲ、市役所支所がおおむね５００ｍ以内に存在する

農地で第２種農地に該当し、ほかに適当な代替地がないものと判断いたしておりま

す。 

１１番、申請物件、岱明町の畑２９４㎡、転用目的が宅地拡張です。農地区分
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はおおむね１０ｈａ以上の一連の農地で、第１種農地と判断いたしております。第

１種農地は原則無許可でございますが、既存施設の拡張ということで、許可可能で

ございます。 

１２番、申請物件、岱明町の畑１,６９２㎡、転用目的は建売住宅１棟及び貸家

３棟です。農地区分は都市計画法に規定する用度区域内の農地で、第３種農地と判

断いたしております。 

１３番、申請物件、岱明町の畑３３０㎡、転用目的は個人住宅です。農地区分

は上下水道管が埋設され、教育・医療機関が概ね５００ｍ以内に二つ以上ある農地

で、第３種農地と判断いたしております。 

１４番、申請物件、岱明町の畑１３６㎡外１筆、計９９８㎡、転用目的は４７.

２ｋｗの太陽光発電施設です。農地区分は土地計画法に規定する用途区域内の農地

で、第３種農地と判断をいたしております。 

以上、１４件、合計１１,７８８㎡を御提案申し上げております。申請内容を農

地転用許可基準での全て項目ごとに適合するか否か審査しました結果、いずれも不

都合のないものと判断いたしました。 

また地元委員さんの同行の上、現地調査を行っておりますので、よろしく御審

議をお願いいたします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。説明が終わりました。 

 受付番号１番より順に担当委員の説明をお願いいたしますが、１番から５番まで

同一委員の担当でございますので、一括して説明をお願いしたいと思いますけれど

も、４番につきましては始末書が添付されておりますので、４番の後には始末書を

朗読いたします。 

 それでは１番、どうぞ。 

○３番（清田順次君） ３番、玉名町の清田です。１番から５番の案件について御説明

を申し上げます。 

 １番の案件は、場所は山本眼科の北東側でそこに譲受人が、近くに個人事務所を

経営中ということで駐車場としての申請ですが、南側に市道に面しているというこ

とで。現状は市道より一段高くなってるということで、スロープを付けて利用する

ということです。雨水は南側の市道側、側溝に放流ということで、許可相当でござ

います。 

２番の案件は今の１番の案件の隣接地ということで、北側に譲受人の個人住宅

があるということで。現在は近くに駐車場を借りておられるということで、何かと

不便を感じておられるということで、駐車場としての申請ということです。西側が

市道に面しておりますが、ここも市道より一段高いということで、スロープを付け



－   － 9 

て侵入する計画で、駐車台数は２台の計画ということです。雨水は西側市道の水路

に放流ということで、現地の調査の結果、許可相当と判断いたしました。 

３番は、場所は玉名町小学校の西側に位置しておるということです。南と東側

は市道に面しておるというふうな、北側が住宅地ということで、西側が現在畑地と

いうことで、宅地分譲の適格な目的に伴う申請ということです。隣接境界にはブロ

ックで囲うということで、土砂の流出は防止するということでございます。上下水

道、雨水等、市道側に埋設されており何ら問題なく、許可相当でございます。 

－４番の案件について始末書朗読－ 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。それでは４番、どうぞ。 

○３番（清田順次君） ４番の案件ですが、場所は疋野神社の北東側ということで、高

台にあるということでございます。南側のみが山林で、その他は畑地ということで

ございます。転用目的はポニーの飼育と乗馬体験により、ポニーと触れ合うという

癒しの場を設けるということで、道徳や情操教育に寄与したいということで、申請

人は立願寺地区でポニー愛好会を設立されているという方でございます。現在２頭

のポニーと木造の畜舎ですね、９㎡とビニールハウスの物置が２０㎡が設置済みと

いうことでございます。雨水は地下浸透ということと、馬糞はコンポストに保管と

いうことで、また馬体の洗浄ということで、バケツ数杯分は北側の隣接地に散水と

いうことでございます。そこの土地も愛好会の会員の土地ということでございます。

始末書が提出されているものが担当地区委員としては追認して、許可相当と判断い

たしておりますので、よろしく審議のほどお願いいたします。 

５番の案件ですが、場所は農協六田のきらめきの直売所、東側の大通りの北側

の一角という。周辺地区はですね、現在宅地化が済んでいて周辺は宅地化しており

ます。木造二階建の個人住宅建設に伴う申請ということで、宅地基盤整備のために

された地区ということで問題はなく、許可相当でございます。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。それでは６番、７番、これも

同一委員でございますので、続けてどうぞ。 

○５番（赤松繁之君） ５番、築山の赤松です。６番の案件について説明いたします。

場所は岱山苑って御存じですかね、これはもともと岱山苑からの申請で、申請人は

花壇と遊歩道及び広場を造成したいということで、申請があっております。雨水は

自然浸透、そのほかオーバーフローした分は隣接地への排水で、隣接地の土地の所

有者については同意を得ており、また西側が岱山苑の駐車場でございまして、そこ

に排水をしたいということです。それとその駐車場を除く周りには、高さ約１ｍの

フェンスを設けて、被害等がないようにするということです。それと周りがちょっ

と三方が住宅地なんですよね。だから、その一角で畑を公園にすると周りの人も喜
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ばれ、それから、岱山苑の入所者もそこで心安らげる場所になるんじゃないでしょ

うかということで造りますという説明もありました。現地調査の結果、許可相当と

判断しますのでよろしく御審議をお願いします。 

それから７番の案件について説明いたします。申請地はマルエイの東側にあた

ります。マルエイの築地店ですね。それで、宅地分譲造成を前の時に申請されたん

ですね。そこの先のほうに農地が、ぶどうを作っておられるんですけど、そこに道

がないから、できればそこに道を造ってあげたいから、ただであれするわけにはい

けないから、交換地としてここの農地をもらえないだろうかっていうことでの申請

でございました。生活排水等は市道放流で、雨水は道路の側溝へ放流ということで

被害等はないものと思われ、現地調査の結果、許可相当と判断をしました。よろし

く御審議をお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。８番、どうぞ。 

○７番（井上清晴君） ７番の井上です。これは資材置場としての拡張でございまして、

排水についても雨水は敷地内に浸透します。土砂の流出はブロックで流出を防ぐそ

うです。現地調査の結果、本件は許可相当と判断いたします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。それでは９番、どうぞ。 

○１３番（森川正志君） １３番、森川です。この９番の案件は、売電目的の太陽光パ

ネルの設置です。７６８枚設置の１４９.７ｋｗ出力です。現地を見てみますと、

東のほうに側溝が入っていて東側傾斜になっとるもんで、別に何も問題はないとい

うことで見ました。現地調査の結果、ここはもう許可相当と思いました。よろしく

お願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。それでは１０、１１、

１２、１３、同一委員さんでございます。順次どうぞ。それから１１番につきまし

ては、始末書が添付されておりますので、その時点で朗読いたします。それでは１

０番、どうぞ。 

○２１番（田上 一君） ２１番田上です。１０番の案件について説明します。場所は

大野下駅から５００ｍぐらい離れた所の農地で、第２種農地だそうです。大体、も

ともと岱明町役場の北側にあたります。その買人は熊本市で発電事業の会社を経営

しておられる人ですけれども、この件の北側、西側、東側にも数箇所設置しておら

れます。今回はシャープ製の太陽光発電施設を設置されるそうですが、自分の会社

の持ち物が周りにいっぱいあるので、排水関係は支障ないそうです。雨水等もあぜ

を利用して自然に浸透させて、隣接地に迷惑を掛けるようなことはないそうですか

ら、許可相当と判断しました。 

○事務局長（上村健也君） －４番の案件について始末書朗読－ 
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○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。それでは１１番、どうぞ。 

○２１番（田上 一君） はい。ただ今事務局から始末書が出たとおりです。譲受人は

本件の土地の横に自宅を建てておられます。譲渡人は自宅の横の土地をおじさんが

購入して、そのおじさんの土地にカーポートを建てたり、進入路を造ったりいろい

ろやっておられたわけですけれども、おじさんの許可はもらっとるから、そのまま

許可はいらんだろうというような判断だったと聞いております。しかし、今度は許

可を取ってそのための申請を出されたということですから、問題はないと思います。

本件の土地の自宅の西側に宅地があって、その本件の土地は農地として使えるよう

な農地じゃないというように思いました。もちろん倉庫を建てた折には、排水あれ

これは迷惑の掛からないように集水枠をつくって市道の側溝に流すそうですから、

許可相当かと判断しました。 

 １２番です。譲受人は玉名市岱明町で土木建設業を営んでおります。譲渡人は兵

庫県に住んでいて土地の管理が十分にできず、譲渡されたそうです。また大野下駅、

岱明幼稚園、古庄病院などが近くにあるため、借家３軒、建売住宅１軒を建築予定

だそうです。配水は玉名市の上水道に接続する。それから生活雑排水は町の下水道

に接続。雨水等は敷地内に溜枡を造り、側溝に流すそうです。周辺に被害が及ぶと

いうようなことはないようにということでお願いもしておりますし、十分注意する

そうですから、許可相当と判断しました。 

 １３番です。１３番は貸人、借人、親子関係にあります。現在、借人は玉名市築

地のアパートに親子４人で生活しておりますが、子供の成長とともに住まいが手狭

になってきたし、また将来両親の面倒を見るために父親の所有している土地を借り

て新しく新築予定だそうです。ここも大野下駅、幼稚園、古庄病院等が近くにある

ため、ここを計画されたそうです。生活雑排水及び汚水などは下水道管に接続する

し、雨水等は地下浸透、処理できない分は溜枡を造って、道路側溝に流すような計

画をされておるので、これも許可相当と判断しました。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。それでは１４番、どう

ぞ。 

○２２番（中島浩輔君） ２２番、中島です。１４番の案件について説明いたします。

申請人は太陽光発電施設のパネルが２１６枚の４７.２ｋｗの施設を増設することで

すが、太陽光発電の施設ですので生活排水は発生いたしません。雨水は自然浸透を図

り、オーバーフローの分は敷地の北側の道路の脇の側溝へ放流いたします。被害等は

ないものと思われ、現地調査の結果、許可相当と判断いたします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございます。１番から１４番まで担当

委員さんの説明が終わりました。 
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 皆さん何か御意見、御質問はございませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問がないようでございますので採決に移ります。 

 農地法第５条、農地の転用許可申請について、原案どおり許可相当と意見決定す

ることに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。異議がないものと認め、議第

５２号については、許可相当と意見決定することに決定しました。 

 次に、議第５３号、農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 

 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（福田高広君） １０ページをお願いします。議第５３号、農用地利用集積

計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地

利用集積計画について、次のとおり決定するものとする。平成２７年８月６日 

  玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 別紙農用地利用集積計画案のとおり玉名市等より意見を求められております。１

３ページから１６ページまでの計４０件の集積でございます。１６ページの下のほ

うで、所有権移転が１２件の３０,６７５㎡、利用権設定が２８件の１１２,８７９

㎡で合計４０件の１４３,５５４㎡の集積でございます。農業経営基盤強化促進法

第１８条第３項の各要件を満たしているものと考え、御提案申し上げております。

よろしく御審議をお願いたします。 

○議長（永田知博君） はい、事務局の説明が終わりました。 

御意見、御質問はございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問がないようでございますので、採決に移ります。 

 農用地利用集積計画の決定ついて、原案どおり意見決定することに異議のない方

は、挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。異議がないものと認め、議第

５３号については、原案どおり意見決定することに決定しました。 

 次に、議第５４号、農用地利用配分計画案の意見決定についてを議題といたしま

す。 

 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（福田高広君） １７ページでございます。議第５４号、農用地利用配分

計画案の意見決定について。農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３
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項の規定による農用地利用配分計画案に対する意見について、次のとおり決定す

る。平成２７年８月６日、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 別紙、農用地利用配分計画案のとおり、玉名市長より意見を求められておりま

す。１８ページの集計表で計６件、２７,９５４㎡の計画案のとおりで、先の議題

の議第５３号の３５番から４０番で決定された農用地利用集積計画の中で中間管

理機構と利用権設定を行ったものでございます。今回の配分計画案を決定するこ

とにより、県知事が利用配分計画を許可し、告示し、農地中間管理機構が受け手

になり、農地を貸し付けるということになります。以上でございます。御審議を

よろしくお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。事務局の説明が終わりまし

た。 

 御意見、御質問はございませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問がないようございますので、採決に移ります。 

 農用地利用配分計画案の意見決定について、原案どおり意見決定することに異議

のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。異議ないものと認め、議第５

４号については、原案どおり意見決定することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．報 告 

○議長（永田知博君） 次に、報告第１８号から報告第１９号を一括して事務局に説明

を求めます。 

○事務局長（福田高広君） １９ページをお願いいたします。報告第１８号、農地の賃

貸借及び使用貸借解約通知書について。農地法第１８条第６項の規定による合意解

約及び農地使用貸借解約が成立した旨の通知を受理しましたので報告いたします。

平成２７年８月６日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 今回は１９ページから２４ページまでの合計２２件６７,０２３㎡の解約通知を

受理しております。 

 次に２５ページをお願いいたします。 

 報告第１９号、農地の形状変更届について。下記農地の形状変更届がありまし

たので御報告いたします。平成２７年８月６日提出、玉名市農業委員会会長、永

田知博。 

 今回は合計４件の２８,３１５㎡の届出を受理しております。 
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 以上で報告２件の報告を終わります。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。報告第１８号、報告第１９号

を一括して報告いただきました。御質問、御意見ございませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようございますので、本日予定しており

ました議案審議と報告を以上をもって終わりたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．その他 

○議長（永田知博君） その他に移ります。慎重なる審議をいただきまして誠にありが

とうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

７．閉 会 

○議長（永田知博君） 本日の農業委員会総会はこれをもちまして閉会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後２時５７分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

平成２７年８月６日 
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 農 業 委 員       横手 良弘 


